
手紙の館

丸岡図書館

丸岡体
育館

平章小学校

天守

お天守前広場

国宝化推進室

駐車場

駐車場

駐車場

霞幼保園

発掘 発掘

ふれあい
広場

丸岡図書館

丸岡体育館

BM+10.2

発掘 発掘

N
お天守前広場南側の
空き家、空き地の活用

遊歩道を整備、
夜間の景観演出

発掘の実施
遺構の確認

内長畝口門
復原展示

010 50 100

歴史博物館(仮)計画・設計検討
図書館・幼保園建替・移転検討

丸岡観光情報
センター

歴史文化観光ゾーン

丸岡バスターミナル

凡例
周遊性強化ルート

堀割推定ライン

遊歩道

街並みの価値・雰囲気を高めるエリア
/賑わいの創出/空き家等の活用

公有地

公共施設
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短期方針図

〈 短期施策1. 〉 おもてなし拠点の整備『丸岡観光情報センター（仮称）』の新設
・歴史の継承・未来の価値創造のための施設として『丸岡観光情報センター（仮称）』を霞ヶ城公園の南
東に整備
・天守と一体となって丸岡城を世界に発信していく拠点とし、年間100万人の来場者数を目指す

〈 短期施策2. 〉 内堀五角形の整備
・公共施設の移転・統廃合・再配置
・霞ヶ城公園の再整備し、お堀を想起できる水辺空間へ
・桜が植樹された遊歩道および園路を整備して周遊性の向上へ
・搦手門周辺の発掘調査と遺構展示
・内長畝口門の復原展示、不明門の取得と復元展示について検討
・天守が見えるよう城山樹木の適切な管理
・防犯・防火等の強化に向けた城山の整備計画、舗装された登城路の再整備検討
・夜間の景観創出
・お天守前広場の賑わい創出
・空き家、空き地等、状況や機会により、市が取得を検討。公有地後は芝生化し、余白空間として周遊の
中継点やイベントなどで活用

〈 短期施策3. 〉 三ノ丸北東エリアの整備「歴史文化観光ゾーン」
・三ノ丸北東エリアを「歴史文化観光ゾーン」として位置付け、歴史博物館新設を含む構想、計画の着手

〈 短期施策4. 〉 城下町風情が感じられる街並み整備
・内堀五角形内及び外周の高度地区の指定
・電柱地中化計画の着手
・城周辺地区特定景観計画区域内の建物修景を促進

〈 短期施策5. 〉 文化財の継承に繋がる丸岡城魅力向上の取り組み
・城絵図等の歴史的資料の収集、複写収集
・丸岡城及び丸岡版の歴史的価値を伝える映像展示

〈 短期施策6. 〉 まちなかの小さな拠点育成と周遊性の強化
・民間による観光まちづくりの取り組みを育てていく拠点育成事業
・周遊性を強化する様々な取り組み

〈 短期施策7. 〉 城郭周辺エリアの歴史文化資源や観光資源との連携と活用
・豊原寺跡周辺、歴代藩主の菩提寺や神社仏閣、丸岡藩砲台跡、三国湊（滝谷）といった丸岡藩と関連
のある歴史文化資源との繋がりを強化していく取り組みを、市民と協働して進推
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発掘遺構調査継続

搦手口の再現

体育館撤去
体育館機能の移転

発掘遺構調査
公有地の適切な活用

歴史博物館(仮)新設
駐車場の整備

丸岡観光情報
センター

歴史文化観光ゾーン

内堀五角形遊歩道の整備
ライトアップによる内堀
五角形の演出

外堀の修景・環境整備

不明門復原展示
（霞ヶ城公園内等
公有地で検討）

内堀五角形内の
空き家・空き地等の
取得の検討

丸岡バスターミナル

凡例
周遊性強化ルート

堀割推定ライン

遊歩道

外堀修景

街並みの価値・雰囲気を高めるエリア
/賑わいの創出/空き家等の活用

公有地

公共施設

歴史文化観光ゾーン

城山南側の　
発掘遺構調査

中期方針図

〈 中期施策1. 〉 三ノ丸北東エリアの整備「歴史文
化観光ゾーン」
・歴史博物館新設を含む歴史文化観光ゾーンの
整備

〈 中期施策2. 〉 内堀五角形の整備
・体育館の移転、跡地とふれあい広場を発掘調査
し、目指す将来像向けた整備計画へ
・丸岡城国宝化推進室の撤去、発掘調査、遺構に
配慮し余白空間として活用し、長期施策へ
・不明門が取得できた場合、公有地での復元展示
を目指す
・搦手口の再現を目指し、長期での搦手門再現へ
・城山南側を中心に発掘調査と遺構の確認を推
進、舗装された登場路の再整備
・内堀五角形外周が一周できる遊歩道の整備、ラ
イトアップ演出
・お天守前広場の賑わい創出
・空き家、空き地、建て替え時期の建物など、状況
や機会により、市が取得を検討。公有地後は芝
生化し、余白空間として周遊の中継点やイベント
などで活用

〈 中期施策3. 〉 城下町風情が感じられる街並み整備
・城周辺地区特定景観計画区域内の建物修景を
促進
・電柱地中化計画に基づいた整備

〈 中期施策4. 〉 丸岡城がもつ価値の再認識と継承
・丸岡城がもつ価値の再認識と継承を継続実施

〈 中期施策5. 〉 まちなか・まちづくりの拠点づくり
・公民学が連携できる組織づくりや運営を支援し、
まちづくりを加速

〈 中期施策6. 〉 周遊性の強化
・外堀に着目した整備を推進。特に外堀南側の城
下町風情を高め、周遊範囲を拡大

〈 中期施策7. 〉 城郭周辺エリアの歴史文化資源や
観光資源との連携と活用
・引き続き、丸岡城、丸岡藩と関連のある歴史文化
資源との繋がりを強化していく取り組みを、市民
と協働して推進

中期施策 （15年間：2026年～2040年頃）
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歴史文化観光ゾーン

長期方針図

〈 長期施策1. 〉 内堀五角形の整備
・二ノ丸御殿の復元、搦手門、追手門と登城歩道、隅櫓の再現整備を目指す
・平章小学校については、今後少子高齢化が進み坂井市内の小学校再編成等の時期を迎えるなど、将
来的に条件が揃った場合、内堀五角形の外へ移転を検討。移転した場合の跡地は、追手門再現に向け
発掘調査を実施し、計画、整備を推進
・内堀五角形内の東西道路（市道室町城東線）の廃道化、代替道路の計画・整備
・『丸岡観光情報センター（仮称）』の内堀五角形の外への移転と、内堀南側の堀の部分再現を検討。堀
の部分再現については、親水公園としての再整備を検討
・城山外周を一周できるような遊歩道を新たに整備
・お天守前広場周辺の賑わいを内堀後下記の外周に移行。跡地はお天守前広場、内堀南側と一体で調
査、計画を進め、堀割の再現整備を実施
・空き家、空き地、建て替え時期の建物など、状況や機会により、市が取得を検討。公有地後は芝生化し、
余白空間として周遊の中継点やイベントなどでの活用や、堀割再現等の実現に向けた調査に移行
・水堀、空堀を組み合わせ、内堀五角形内の堀割を再現

〈 長期施策2. 〉 城下町の構造強化整備
・外堀西側にあったと推定される升形（土手）付近や、城下の主要とされる城門の調査、部分再現を検討
するなど、城郭を特徴づける整備を実施

長期施策 （30年間：2040年頃～2070年頃）
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ؙԬֆਤ 丸岡城周辺整備基本計画（本編）の参考資料では、様々な丸岡城下町絵図を解説と
ともに紹介しています。その中から2点ご紹介します。

出典左：浅野文庫「越前 丸岡」（『諸国当城之図』）広島市立中央図書館蔵
　　右：「志州鳥羽城絵図と題する丸岡城下町絵図」しろはく古地図と城の博物館富原文庫

推進体制
◎丸岡城周辺整備基本計画策定委員会の後発となる委員会等を設置し、整備基本計画施策実行に関
　する共有、議論、諮問を定期的に実施します。
◎本整備基本計画の中長期施策内容について検討を重ね、策定時の指針から計画の具体化へと進め
　る議論を継続的に実施します。
市民等との共創・協働による推進
◎丸岡城下に市民と情報が集まり、多様な活動が生まれ、より良くしていくための議論と課題解決のた
　めの行動が促進されるよう、市民と市が共創・協働して観光まちづくりを推進します。
◎整備の過程の課題を市民との協議で共有し解決していくこと、まちづくり団体の活動の広がりの支　
　援、観光まちづくりに参加したい市民を増やしていく取り組みや仕組みづくりを推進します。
検証・評価
◎50年間を通して、その時点での現状に沿った整備を着実に進めていけるよう、施策事業の進捗状況
　や実績の公開、委員会等で事業の検証と評価、施策の見直しと軌道修正を毎年実施します。

丸岡城周辺整備基本計画　概要版　　発行　2021年（令和3年） 8月
坂井市 産業政策部 観光交流課 〒919-0592 福井県坂井市坂井町下新庄1-1　

電話番号：0776-50-3152　メール：kankou@city.fukui-sakai.lg.jp

策定後の展開
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